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平成３１年第１回教育委員会議事録 

 

開 催 日 時  平成３１年１月２４日（木） 

午前９時３０分～午前１１時２０分 

 

場     所  教育委員会会議室 

 

出  席  者  教   育   長  石 黒   貢 

 教育長職務代理者  加 藤  正 道 

委       員  木 下  史 江 

委       員  中 川  まどか 

委       員  髙 橋  洋 一 

 

事務局出席者  教 育 総 務 部 長  香 山  庸 子 

 学 校 教 育 部 長  井 上  正 人 

教育総務部副部長兼社会教育課長 

井 上  隆 雄 

学校教育部副部長兼学務課長 

  田 口  周 一 

         教 育 総 務 課 長  関 根  宏 夫 

         文 化 財 保 護 課 長  岸 本  光 子 

指導課長兼小中一貫教育推進室長 

猪 原  誠 一 

教育総務課庶務係主事 髙 橋  仁 志 

 教育総務課庶務係主事 内 山  翔 太 

 

査  
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○ 開会の言葉及びあいさつ  石黒教育長 

 

会議事項 

１．会議録の承認について 

(1) 平成３０年第１２回教育委員会定例会分 

【出席教育委員全員が承認】 

 

２．教育長諸報告について [ 別紙のとおり ] 

 

３．議 題 

［議案第１号については教育長が当事者となるため、教育長は退室する。］ 

議案第１号       ［ 説明者 井上教育総務部副部長兼社会教育課長 ］ 

議会提出議案に係る意見聴取について 

八潮市長等給料特例条例の一部を改正する条例について、教育委員会の意見

を求める。 

平成３１年１月２４日提出 

八潮市教育委員会教育長 石 黒  貢 

提 案 理 由 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定

により、八潮市長から「八潮市長等給料特例条例の一部を改正する条例」に対す

る意見を求められたので、この案を提出するものである。 

【資料説明】 

 [質 疑] 

な し 

［教育長職務代理者が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。教

育長が入室する。］ 

 

議案第２号         ［ 説明者 田口学校教育部副部長兼学務課長 ］ 
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八潮市学校教育審議会規則の一部を改正する規則について 

八潮市学校教育審議会規則（平成１９年教委規則第２号）の一部を別紙 

のとおり改正したいので、議決を求める。 

平成３１年１月２４日提出 

八潮市教育委員会教育長 石 黒  貢 

提 案 理 由 八潮市学校教育審議会の庶務を、学校教育部学務課におい

ても処理できること等としたいので、この案を提出するものである。 

【資料説明】 

 [質 疑] 

な し 

［教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。］ 

 

４．各部課長報告・連絡事項 

●香山教育総務部長 

（１）平成３０年１２月分「市民の声ボックス」の受付及び処理状況について 

【資料説明】 

１２月分の「市民の声ボックス」の投書については市全体で１４件、このうち

教育委員会への投書は１件でした。 

内容は、社会教育課宛に「子供会の退会に、１.子供会の入会、退会は自由に

できないのか。２.退会する時に子供会の承認を受けなければならないのか。３.

任意参加団体であるはずの子供会が退会の制限をしているのは認められる行為

なのか。この様な行為に対して市としての考えと対応を聞きたい。」というもの

で、「直接、市として指導等をすることはできませんが、八潮市子ども会育成者

連絡協議会を通して、各家庭の事情や個人への負担の軽減に配慮しながら、子ど

も会活動を行っていただくようお願いしてまいります。」と答えました。 

●井上学校教育部長 

（１）小学校学習指導要領完全実施に伴う授業時数確保検討会議について 
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【資料説明】 

平成３２年度から小学校学習指導要領の完全実施に伴い授業時数が増加し、

従来の授業日のままでは足りなくなり、授業日を５日から６日程度増やさなけ

ればならなくなります。そのために、トップダウンではなく、まず現場の先生方、

ＰＴＡの方々から意見を伺いたいので、市内の小中学校の校長、教頭、教務主任、

一般教職員、ＰＴＡの方々に集まっていただき、それぞれの立場からのご意見を

伺います。 

５回程度の会議を予定していますが、状況によっては回数が増減する可能性

もあります。５回目の会議で案をまとめ、校長会やＰＴＡ連合会に報告し、関係

部局への情報提供等を行う予定です。 

なお、近隣の状況を確認したところ、三郷市は平成３１年度から試験的に実施

し、その他の市では検討委員会等を来年度に設置する予定であることなどを聞

いています。 

●井上教育総務部副部長兼社会教育課長 

（１）平成３１年八潮市成人式について 

【資料説明】 

１月１４日・成人の日に実施した成人式では、対象者８４３人のうち出席者が

５７６人、出席率は６８.３％でした。昨年と比較しますと出席率で１.４％低く

なっています。 

当日、式典ではおしゃべり等がありましたが、アトラクションは大変盛り上が

り、学校ごとの「成人のつどい」では、実行委員を中心にスライドショーや恩師

を招いた懇談などを行い、天候にも恵まれ、全体としては素晴らしい成人式にな

ったと考えています。 

（２）図書館を使った調べる学習コンクール結果報告について 

【資料説明】 

調べる学習コンクールとは、児童生徒が自分でテーマを決めて図書館の図書

等を使いレポートを作成するもので、八潮市のコンクールと全国コンクールが
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あります。 

八潮市図書館を使った調べる学習コンクールについては、昨年１１月９日に

審査会を行い６人が受賞しました。このうち最優秀賞・中川小学校の村山さんの

作品と、八條図書館長賞・八條小学校の柏さんの作品を「第２２回図書館を使っ

た調べる学習コンクール（全国コンクール）」に推薦し、２作品とも佳作を受賞

しました。 

（３）やしお市民大学・大学院の研究発表会について 

【資料説明】 

大学院の研究発表会を２月２日土曜日・９時３０分から１２時まで、八潮メセ

ナ集会室で開催します。今年度、大学院では４つの班で研究活動を行っています。

当日は研究成果を発表します。 

やしお市民大学自主研究発表会を２月１６日土曜日・１３時３０分から１６

時まで、やしお生涯楽習館多目的ホールで開催します。市民大学の２年生が４つ

の班に分かれて自主研究を行っていて、その研究成果を発表します。 

（４）平成３０年度生涯学習学校開放講座合同作品展について 

【資料説明】 

今年度の生涯学習学校開放講座については、小中学校１３校で２６講座を開

催しました。例年、講座の成果を集めた合同作品展を開催していて、今年度は２

月１２日火曜日から１６日土曜日まで、八潮メセナ１階展示室で開催します。 

書道作品や絵手紙や折り紙などの作品の外、パソコン講座、スポーツ講座など

の講座の様子の写真なども展示します。 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

（１）学校給食費の収納状況について 

【資料説明】 

平成３０年度学校給食費１２月分までの収納状況を１月２２日現在で集計し

ました。小学校の調定額が１７２,４８３,６４４円に対して収入額が１７１,７０

７,３７０円で、収納率が９９.５５％になっています。中学校の調定額が９８,４
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３５,４６２円に対して収入額が９７,８００,３６０円となり、収納率は９９.３

５％です。小中学校の合計では、調定額が２７０,９１９,１０６円に対して収入

額が２６９,５０７,７３０円で、収納率は９９.４８％です。昨年１２月の収納率

９９.７６％と比較しますと０.２８％低くなっています。 

現在、学務課保健給食係と教頭先生で情報共有をして、個別に対応しています。

年度末が近づいてきましたので、さらに力を入れて学校と連携しながら進めて

いきたいと思います。 

（２）インフルエンザ等による学級閉鎖の状況について 

【資料説明】 

本市のインフルエンザの状況ですが、１月２１日から一気に増加し、２１日に

松之木小・柳之宮小・八幡小、２２日は大瀬小・潮止中、２３日は八幡中と、毎

日学級閉鎖の連絡が学務課に入っています。また、短縮授業での対応も行ってい

ます。 

昨年度の学級閉鎖は、１１月に１件、１２月は０件で、１月１５日から２３日

までで２０件でした。今年は１月に入ってからの学級閉鎖は７件でして、県内で

は昨年度より流行しているのにもかかわらず、学校や家庭での対応により学級

閉鎖が比較的少ない状況です。引き続き校長会等においても注意喚起をしてい

きたいと思います。 

（３）(仮称)八潮市学校適正配置指針・計画策定に伴うアンケートの実施につい

て 

【資料説明】 

学校適正配置指針・計画策定のために本年度にアンケートを予定しています。

これまで教育委員の皆様にもご意見を伺いましたが、その後、校長会・ＰＴＡ会

長会議でも説明しました。 

アンケートの対象は、まず、全小学校の２年生・５年生、全中学校の２年生の

保護者、また、未就学児の保護者とし、各小学校の入学説明会に学務課職員が出

向き配布します。また、小中学校の教職員、学校に関係する地域住民として学校
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運営協議会委員も対象としています。 

アンケートの内容は、本日の資料に添付しました。 

●関根教育総務課長 

（１）小中学校空調設備賃貸借契約の締結について 

【資料説明】 

小中学校空調設備整備事業については、平成３０年１０月２６日の臨時議会

において、期間を平成３０年度から平成４４年度まで、限度額を１６億４,５５

３万８千円とした小中学校校舎空調機器使用料の債務負担行為の補正予算が承

認され、成立したところです。 

１２月２５日に公募型プロポーザル方式により事業者を選定するため、書類・

プレゼンテーション審査を実施し、このたび、小中学校校舎空調設備のリース契

約を締結しました。 

件名は小中学校校舎空調設備賃貸借であり、４３０室にエアコンを設置する

ものです。契約の相手方はＮＥＣキャピタルソリューション株式会社、平成３１

年１月１７日に契約し、賃貸借期間は平成３１年９月１日からの１３年間で、契

約額は１６億１,５７２万３,２００円です。 

今後、市議会議員に説明をした後、市ホームページや広報やしお３月１０日号

で周知します。 

なお、賃貸借開始は９月１日からですが、工事が終了次第、試運転を開始する

など１日でも早いエアコン稼働を目指してまいります。 

（２）学校監査の実施について 

【資料説明】 

２月１日に八條小学校・八條北小学校・八條中学校の３校を対象に監査委員に

よる学校監査が実施されます。 

対象校の３校からは既に調査票を提出いただき、教育総務課から監査委員事

務局に提出済みです。当日は、調査票をもとに各校４５分程度、学校にて監査委

員が監査を実施します。 
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なお、監査結果については、監査委員からの結果報告を受けた後、改めて報告

します。 

●岸本文化財保護課長兼資料館長 

（１）第４１回企画展 明治１５０年記念展示②「近代日本の成立と八潮」に

ついて 

【資料説明】 

資料館では１月２６日から３月１０日まで「第４１回企画展」として「近代日

本の成立と八潮」を開催します。 

今年は大日本帝国憲法・明治憲法が発布されてから１３０年目、市制・町村制

が施行され、八潮市の前身である「八條村」・「潮止村」・「八幡村」の３村が成立

してからも１３０年目という節目の年になります。 

八條八幡神社本殿彫刻には、明治憲法発布式の様子が刻まれ、当時の世相を色

濃く反映した彫刻というのは全国的にも例を見ない非常に珍しいものだと言わ

れています。なぜこのようなものが村の鎮守に刻まれたのかを示すはっきりと

した資料は確認できませんが、神社に遺された資料を見ると、村人たちが何十回

も会合を開き非常に熱心に本殿再建事業に取り組んでいたことが分かります。

村の鎮守という村人たちの精神的な支柱になる建物に明治憲法を刻みつけたの

は、新しい憲法に村人たちが大きな期待を寄せていたからではないかと考えら

れます。 

大きな変貌を遂げて現代につながる基礎が築かれた明治という時代を、八潮

の人々がどのように捉えて向き合っていたのかを、政治・教育・徴税・徴兵・産

業など様々な角度から今回の企画展で見ていきたいと思います。 

今回の企画展は明治１５０年記念展示の第２弾として開催します。担当学芸

員による展示解説も２月１０日日曜日と３月２日土曜日の２回開催します。ま

た、音声ガイドなども用意しています。 

○石黒教育長 

彫刻について詳しく説明してください。 
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●岸本文化財保護課長兼資料館長 

八條八幡神社本殿彫刻ですが、本殿西側上部の彫刻には、当時の総理大臣の黒

田清隆が、帽子をかぶった明治天皇から憲法を受け取っていて、よく見ると受け

取っている奉書には「憲法」と書かれています。 

また、西側下部の彫刻には憲法を制定するために開かれた御前会議の様子が

描かれ、東側上部には洋服を着た皇后陛下・昭憲皇太后のお姿が彫り込まれ、下

部には発布式に参列した重臣たちも描かれています。 

通常、神社の彫刻には中国や日本の故事や神話に基づいたものが多いのです

が、当時の国家的な一大イベントを神社の彫刻にするのは非常に珍しいものだ

と捉えています。地域の村人たちが集まる場所にこのようなものを刻み付けた

ということは、それだけ憲法に対する村人たちの期待があったからこそではな

いかと思います。非常に珍しく、明治天皇と皇后陛下の彫刻は本殿の見えにくい

場所にありますので、資料館で写真を展示します。浮世絵などと対照して見てい

ただくと分かると思います。 

（２）季節展示「ひなまつり」について 

【資料説明】 

資料館古民家旧藤波家住宅で、季節展示「ひなまつり」を２月１６日から３月

３日まで開催します。 

ひなまつりは、地域によって様々な雛人形が飾られていますが、今回の展示で

は約８０年前の関東地方の７段飾り雛や関西地方に見られる御殿飾り等を展示

します。 

（３）資料館体験講座「手づくりみそ」について 

【資料説明】 

今では味噌は購入するものとなっている家庭が多いと思いますが、昔は各家

の手作りで、いろいろな味があったといわれています。手作り味噌を作りながら

昔の食生活について考えていきたいと思います。 

●猪原指導課長兼小中一貫教育推進室長 
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（１）平成３０年度１２・１月 事件・事故報告について 

【資料説明】 

３学期当初に２件の接触事故が報告されていますが、大きな怪我等はありま

せんでした。引き続き学校には事件・事故、交通安全に関して注意を払うように

周知していきたいと思います。 

（２）平成３０年度第２回生徒指導に関する調査について 

【資料説明】 

前回の教育委員会では１学期分の暴力行為・いじめ・不登校・長期欠席児童生

徒を報告しました。１２月３１日分までの１・２学期分がまとまりましたので、

小学校・中学校について報告します。 

その中で特に小学校の不登校ですが、昨年度同時期では９名であったのが、今

年度は１９名に増えています。今回計上されている中で小学２年生が５名不登

校になっています。それぞれ各学校では本人又は保護者等と面接をしたり家庭

訪問をしたり、また、保護者が教育相談所に出向いて専任教育相談員と相談した

りなど、様々な方法で解決を図っていますが、なかなか解消できていません。 

（３）八潮市小中一貫教育「はばたき２０１８」合同報告会について 

【資料説明】 

２月２０日水曜日・午後２時３０分から八潮メセナホールで開催します。 

今回、木下委員にも小坂町への派遣教職員の授業を参観していただきました

ので、そのことを中心にしながらお話をしていただく予定です。 

（４）平成３０年度卒業証書授与式・平成３１年度入学式について 

【資料説明】 

分担表をお示ししました。平成２４年度からの分担表も併せて掲載していま

す。当日、都合がつかないことなどがありましたら指導課までご連絡ください。 

また、開会時間や集合時間等については各学校に照会していますので、まとま

りましたらご案内します。 

中学校の卒業証書授与式は３月１５日金曜日、小学校は３月２２日金曜日に
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挙行されます。いずれも午前中です。 

（５）その他 

①子どもたちの活躍について 

先日、教育長への表敬訪問がありました。ハンドボールの全国大会があり、都

道府県対抗ですが、埼玉県選抜選手として、男子で大原中から１名、八幡中から

１名選出され、全国３位となりました。 

また、女子の部では八幡中から２名選出され、全国ベスト８となりました。 

大会まで何回か練習会がありましたが、その中で子どもたちの交流、部活動の

中で培ってきた礼儀、気配りなどを発揮して「八潮の子どもたちは素晴らしい」

と高校の先生からも声を掛けられたと子どもたちが話をしていました。 

②学校訪問について 

来月の教育委員会定例会後に今年度最後の学校訪問を予定しています。今回

は八條中ブロックで、教育委員会定例会後、八條小学校に伺い、校長先生から話

を聴き、給食を食べて、その後、八條中ブロックの校長先生方が集まり八潮スタ

ンダードについて懇談を行います。 

 

【 教育長諸報告及び部課長報告・連絡事項の一括質疑 】 

〇加藤教育長職務代理者 

エアコン設備の賃貸借期間は１３年間としていますが、故障や劣化などにつ

いての補償などは入っていますか。 

●関根教育総務課長 

補償も含んでいます。また、維持管理については、年４回の簡易点検、年２回

のフィルター交換、３年に１回の定期点検も含まれています。 

〇髙橋委員 

「生徒指導に関する調査」について、中学３年生の時点で３０日以上の長期欠

席者がいます。卒業という時期が迫ってきますが、子どもたちが今後どうなるの

か、また、学校ではどのように指導しているのでしょうか。 
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●猪原指導課長兼小中一貫教育推進室長 

長期欠席生徒の調査のみならず、進路希望調査も行っています。進路として進

学・就職がありますが、昨年は市内全体で就職、あるいは進路が決まっていなか

ったのは３人でした。不登校だった生徒も公立高校、定時制、またサポート校と

いう数回通いあるいは通信制で学習して決められた期間だけスクーリングで学

校に行くことで高校卒業の資格が取れる学校ですが、現在、中学校に通えていな

い生徒の進学先として多い状況です。学校に行けない生徒でも学校の担任を中

心に進路を最重要課題として一人ひとりと対応しています。 

〇木下委員 

保護者は高校には行かせたいという思いが強く、いろいろな情報を取り寄せ

て次のチャンスをつかもうとする人が多く、どの子も高校に進学しています。そ

こで子どもがどう考えるかです。 

〇髙橋委員 

環境が変わると気持ちも変わると思います。 

〇木下委員 

そのようなことを理解してくれる、力を入れている学校に子どもを行かせた

りします。そこで頑張っている子どもも多くいます。 

〇髙橋委員 

中学校で先生方が指導しているのであれば心配はないと思います。 

〇木下委員 

中学校の先生方がサポート校に直接学校の様子を見に行くことも増えてきて

いますので、説明を受けていると思います。 

〇石黒教育長 

教育相談所に通級している生徒もほとんど受験して高校に進学しています。 

〇木下委員 

学校監査について、今回３校が対象になっていますが、毎年他の学校も監査が

あるのですか。 
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●関根教育総務課長 

監査委員事務局からは今年度から５年をかけて１５校・全て監査したいとい

うふうに伺っており、今年度は八條中ブロックの３校としたと連絡がありまし

た。 

〇木下委員 

インフルエンザに関して保護者の対応を見ていると、家庭内で小学生や保護

者などの家族が罹患して、中学生の子どもも少し熱は出たけど病院には行かず

に学校に行かせてしまうという保護者が多くいます。インフルエンザウイルス

を持ったまま学校に行くので、どうしてもうつってしまいます。仕事をしている

保護者も多いので、一日でも早く学校に行かせようとする保護者も多くいます。

熱が下がってから３日間は学校に行かせてはいけないと医師や学校からの通知

が出ていると思いますが、もう一度校長先生から注意喚起してほしいと思いま

す。新型インフルエンザなどが出たときには保護者も気を付けますが、慣れてき

て気が緩んでしまうこともあると思いますので、情報提供をお願いします。 

〇中川委員 

自転車は車道を通行することとなっていますが、右側の歩道を自転車がかな

りのスピードで走っています。朝は皆急いでいてドライバーもそれなりにスピ

ードを出しています。冬は太陽の位置が低いので眩しく、ドライバーが後ろから

来る右側を走っている自転車が見えずに右折します。以前に高校生が重傷にな

った大きな事故もありましたが、それに近い状況があります。左側を走るように

気を付けてほしいと思います。左側を走っていれば車も分かります。自転車のス

ピードで交差点に入ってくるのは角度的に見えにくいと思います。 

〇加藤教育長職務代理者 

道路交通法では自転車は車両と同じで左側通行です。右側通行は違反です。 

〇中川委員 

右側を走っている自転車も多いです。いつも怖いと思っています。 

〇加藤教育長職務代理者 
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自転車事故が昨年は埼玉県内でワースト１位になり、その前もずっと不名誉

な記録でした。 

事故防止の啓発のために自転車のシミュレーターがあり、大原中学校や八條

中学校などのバザーで使用していますが、小学生でも十分にできますので、もし

必要であれば派遣することができます。２台ぐらいあれば十分かと思います。市

役所でも行っています。実際に自転車をこいで、それに合わせて画面が動く仕組

みです。 

〇石黒教育長 

今の話について校長会に伝えたいと思います。 

〇石黒教育長 

先日、八潮中の総合的な自立支援対策学校訪問に出かけてきました。先ほど小

学生に不登校が多いという話がありましたが、小学校の校長あるいは養護教諭

には切実な問題です。昔は小学校の不登校はあまりありませんでしたが、今は非

常に多く、この対策でかなり頭を悩ませています。要望として、小学校にも「さ

わやか相談員」のような人を配置してほしいという話が出ています。先日の教育

長会議で小学校へのスクールカウンセラーの配置を考えていて、現在、全県で２

３人くらいいますが、今後増やしていく方向でいるとのことです。そのくらい小

学生の不登校について県全体の中でも大きな課題になっています。この子ども

たちが中学校に進学します。これから中学生の不登校が増えていくと思います。 

〇中川委員 

不登校の原因は何ですか。 

〇石黒教育長 

家庭の問題から本人の病気、昼夜逆転の生活など様々です。小学生でもそうで

す。 

〇中川委員 

先日、セレクト給食に行って児童と直接話をしましたが、「学校に何があった

ら楽しい？」、「こういうものがあったらいいなというものがあれば教えて」と聞
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いたら、「ゲームセンター」などと言っていました。その中で「寝る場所がほし

い。」と言われました。そしてグループの皆が「私もほしい。」と言っていました。

「寝る場所ってあるでしょ。」と言ったら「学校の休み時間に寝たい。」と答えた

ので、「そんなに疲れているの？」と言ってしまいました。ある男子が「あの子

は９時に寝ているけど、布団の中でゲームをやっているよ。」と言っていました。

保護者に見つからないようにやっているようです。ゲームで遅くまで起きてい

ることを保護者がどこまで知っているかは分かりません。「遊びで何が流行って

いるの？」と聞いたら「たまにドッジボールをやるけど、やっぱり寝たい。」と

皆が言っていました。 

〇石黒教育長 

大変な問題で、何年か前にとある学校では、必ず給食の後、皆で寝るという新

聞記事がありました。議会の一般質問でもあったと思います。 

〇中川委員 

高校生などは午後の授業に対してのスイッチとして１０分か１５分熟睡する

ことで一度リセットできるかもしれませんが、小学生から聞いてやはりショッ

クでした。 

〇石黒教育長 

現実の問題としてあるのでしょう。 

〇中川委員 

保健室のベッドでなくて、皆で寝転がれる場所がほしいそうです。 

〇木下委員 

学校給食についてで、ハッピーこまちゃんのイラストが入った食器を見まし

た。子どもたちも「ほら、付いているよ」と教えてくれました。 

〇中川委員 

小学６年生に「この食器どう？新しくなってうれしいでしょう。」と言ったら

「赤ちゃんみたい。」と言っていました。小学６年生からすると子どもっぽいと

感じるようです。 
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５．協議事項 

●香山教育総務部長 

（１）（仮称）八潮市スポーツ推進計画（案）について 

【資料説明】 

八潮市スポーツ推進計画（案）については、１２月２６日開催の教育委員会定

例会でスポーツ振興課の馬場課長から説明を受けました。 

本日は１月１４日まで行っていたパブリックコメントの結果を報告し、計画

案について意見等を伺いたいと思います。 

［説明者 馬場スポーツ振興課長・五十嵐スポーツ振興担当リーダー］ 

【資料説明】 

●馬場スポーツ振興課長 

八潮市スポーツ推進計画（案）については、１２月１０日から１月１４日まで

パブリックコメントを実施しましたが、意見等はありませんでした。 

また、内容について不明なことがありましたらお受けし回答します。 

[質 疑] 

〇石黒教育長 

この案ができるまで特に教育委員にお知らせしたいこと、苦労したこと、審議

会で多くいただいた意見など特徴的なことがあれば紹介してください。 

●馬場スポーツ振興課長 

策定までには様々な意見を聴かなければならないため、全体のアンケートは

市内２,０００人の中で１８歳以上という案を出しましたが、審議会からは「是

非、高校生にも聴いてほしい」という意見から八潮高校と八潮南高校の生徒に対

してヒアリングを実施しました。実際にスポーツをやっていて楽しかったこと、

やめてしまったきっかけなどをアンケートに反映して、スポーツ推進計画の課

題としてこれから進めていきます。 

また、小学５年生、中学２年生のアンケートについては、小学６年生や中学３
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年生ですと部活動を引退してしまいますので、その１学年下とし、加えて、他市

のスポーツ推進計画でもその学年で行っているものが多くあったことからその

学年で実施しました。 

子どもたちは４人に１人が将来プロスポーツ選手になりたいというアンケー

ト結果でした。また、スポーツが好きな子どもたちが多いという結果がありまし

た。子どもたち、また１８歳以下の人は週１回スポーツをしていますが、２０代・

３０代になりますと、仕事がどうしても忙しくて時間が取れないということで

スポーツが週１回できないという結果が出ています。これを踏まえ、成人・子ど

ものスポーツに関しても事業に力を入れ、誰もが気軽に楽しめるスポーツだっ

たらできるというアンケート結果もありますので、それも踏まえてこれから事

業を進めていきたいと考えています。 

●五十嵐スポーツ振興担当リーダー 

馬場からも申し上げたとおり、当初、審議会の中ではアンケートの対象を１８

歳以上と小学５年生・中学２年生としていましたが、高校生の意見も聴いた方が

いいのではないかということで、八潮高校・八潮南高校の部活動をやっている生

徒、運動部と運動部でない生徒のそれぞれの意見を聴きたいということでヒア

リングを行いました。計画案にもヒアリング結果や課題を掲載していますが、

「スポーツへの参加機会に関する課題」で「運動やスポーツが好きな児童・生徒

の割合は埼玉県と比べて低くなっています。子どもたちが運動やスポーツを好

きになったきっかけとして、親や友人などの身近な人の存在があげられていま

す。身近な人と一緒にスポーツを実施できる機会の創出が求められます。」とあ

ります。また、特にヒアリングを行った中で、例えば「テニスを始めたきっかけ

は何ですか。」と聞くと、「親がやっていた。」や、父や母からの「面白いからや

ってみようよ。」などの親の影響、兄・姉がやっていたという兄弟の影響につい

て、八潮高校・八潮南高校のどちらの学校の生徒からも話がありました。こうし

たことから、もっと幼い段階、小学校に入学する前から、すでに市でも行ってい

る親子体操教室など、親子で始めるきっかけとなるようなプログラムが今後重
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要となってくるのではないかと感じました。 

〇木下委員 

スポーツは大事だと感じました。子どもに関して勉強には運動がつながって

いると思うので、子どもたちにとっても大切だと思います。 

しかしながら子育て世代・３０代・４０代の主婦は仕事と家庭とで運動する機

会が全くありません。その人たちが運動する機会もなく、時間があれば土日は子

どもたちの送り迎えをしようなどと、自分のことを第一に考えることができな

い世代なので、そのような人々がこの計画を見たときに自分のこととして捉え

るかというと、自身の心がけ次第ではありますが、そうではないと思います。３

０代・４０代の女性を対象に言ってしまいましたが、５０代・６０代を元気に過

ごすには、男性にとっても大事であると思います。男性についても、八潮市内で

何かスポーツをやっているかというとなかなかいないと思います。そのような

ことにも焦点を当ててほしいと感じました。 

〇髙橋委員 

計画案にはスポーツをやる施設・場所については、あまり細かく記載されてい

ません。スポーツ・運動する施設が八潮市でどれだけあるのかを考えてみると施

設数的に現状では足りないような気がします。いろいろ改修をしなければなら

ない施設もあるでしょうし、施設の充実に関する計画も個々具体的に記載した

方が市民も分かりやすいと思います。 

〇石黒教育長 

審議会等では何か議論しましたか。 

●馬場スポーツ振興課長 

髙橋委員と同様のご意見もありました。スポーツ推進計画でスポーツができ

る施設を紹介しています。屋外施設と屋内施設がありますが、現在、八潮市では

アセットマネジメント推進計画がありまして、整合性を図りながら慎重に進め

ていかなければならないため、スポーツ推進計画には詳細を載せることができ

ませんでした。維持管理など細かい部分に対して今後は審議会などを通して考
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えていきたいと思います。 

〇加藤教育長職務代理者 

実際にスポーツ施設を使っていますが、その他学校施設開放なども利用して

います。そのようなところは含まれていないのですか。 

●五十嵐スポーツ振興担当リーダー 

施設が足りないのではないかというご意見について、審議会委員からも同様

のご意見があり、限られた施設数ですので、公園や遊歩道、ウォーキングロード

などの公共空間を利用することでもう少し幅が広がれば、また、学校施設開放な

ど今ある施設を上手く活用することで場の提供ができるのではないかと思いま

す。市ではノルディックウォーキング教室を開催していますが、初日だけ出発地

点をエイトアリーナにして中川新堤の高台を歩くことによって爽快感を得られ

るものとなっておりますので、今後、公共空間を利用していきたいと考えていま

す。 

〇石黒教育長 

運動をする団体、体育協会に所属している団体や市民の同好会のようないろ

いろな団体の人たちが運動する場を確保できるかどうかです。大瀬グラウンド

はすぐ予約で埋まってしまうにも関わらず、実際は使っていないこともあるよ

うだと聞いています。「まんまる予約」の関係もあります。 

〇髙橋委員 

各学校で施設開放を行っていますが、各団体が押さえてしまっていて、運動し

たいから、また、レクリエーション大会をやりたいから開放してほしいと言われ

てもなかなか使用できないのが現状であると思います。改善をする必要がある

と思います。 

〇石黒教育長 

学校施設開放について、小学校はスポーツ振興課で運営委員会などに携わり、

年間の使用を皆で話し合って決めています。中学校は校長の裁量です。また、中

学校の体育館や校庭を使う場合には、教育委員会事務局に申請を出してもらい
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ます。小学校と同じように学校開放の運営委員会が中学校にもできて、抽選や話

し合いで決めると、いろいろなところから来た団体も使えるわけです。現状は、

学校の周りの地域の団体しか使えません。市の体制にも関係しますが、スポーツ

振興課はかなり忙しい部署のため、中学校の学校開放については改善されない

ままずっと校長の裁量になっています。 

また、市内にある２校の高校は学校開放の対象になっています。今後いろいろ

な工事等がある場合に高校も使えます。 

中学校の学校開放の方法を改善しないと、文化スポーツセンターやエイトア

リーナが仮に使えないような状況になったとき、中学校は地域の人しか受け付

けられないとなると不都合が生じてしまいます。検討をお願いしたいと思いま

す。 

●馬場スポーツ振興課長 

学校開放については様々な課題があります。小学校については、以前は学校に

ある備品、つまり小学生が競技をするスポーツしかできないことが前提で行っ

ていましたが、現状、ニーズはそうでなかったりします。また、備品を買ったと

きにスポーツ振興課の備品なのか学校の備品なのかなどいろいろな課題があり、

どのスポーツができて、どのスポーツができないのかも課題になります。 

〇石黒教育長 

「中学校も学校開放についての会議をやりたいのでこちらに任せてほしい。」、

「小学校と同じように行いたい。」という話が昔ありました。しかし、当時の中

学校では部活動が盛んで、各部活動が好きなように施設を使えました。それで、

校長先生の方から部活動の関係があるので待ったがかかりました。年を経て、現

在は学校の施設が空いている時間が多くなりました。これからは中学校でも運

営委員会を立ち上げて行う方が平等性はあるかという気がします。 

●馬場スポーツ振興課長 

検討します。 

〇中川委員 
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施設については違う部署になってしまうと思いますので、連携をお願いしま

す。 

主婦の運動について、家の中でできる簡単な体操の１か月メニューをつくっ

て、これをやっていると健康維持ができるというものや、１か月でこれぐらいの

減量が見込まれる、あるいは筋肉がつくなど、明確で分かりやすい簡単なものが

あると主婦は家の中でも利用できると思います。アプリなどにも便利なものが

いろいろあるので、家でも運動するという意識を引き出すものやきっかけがあ

れば良いと思います。 

●馬場スポーツ振興課長 

今回までにいただいたご意見を踏まえ、次回の教育委員会定例会では議案と

して提出します。 

[ 教育長が定例会閉会の宣言をする ] 

会議終了。
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次回開催日程  

平成３１年第２回定例会 平成３１年２月２７日（水）午前９時３０分 

 

会議録作成責任者                

会 議 録 作 成 者                

会 議 録 作 成 者                

 

上記会議録に相違ないことを出席者全員ここに署名する。 
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教   育   長                      
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委      員                      

 

委      員                      


